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市の活性化に貞献 

五所川原市ふるさと大賞表彰式 

平成 7年1月15日 2 

昨
年
制
定
さ
れ
た
、
五
所
川
原
市
ふ
る
さ
と
大
賞
は
、
個
性
豊
か

で
魅
力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
、
市
の
活
性
化
に
著
し

く
貢
献
の
あ
っ
た
、
個
人
又
は
団
体
に
対
し
て
そ
の
功
績
を
称
え
、
 

表
彰
す
る
も
の
で
す
。
 

一
月
四
日
、
市
長
公
室
に
於
て
市
ふ
る
さ
と
大
賞
表
彰
推
薦
委
員
 

（豊
島
勝
蔵
会
長
）
及
び
、
関
係
者
が
出
席
し
て
、
平
成
六
年
度
五

所
川
原
市
ふ
る
さ
と
大
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

(
 

(
 津

軽
鉄

道
株
式

会
社
 

（
三
和
 
満

社
長
）
 

可

賞
の
功
績
一
 

昭
和
五
年
十
一
月
十
三
日
開
業
以
来
、
沿
線
住
民
の
足
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
、
地
域
の
産
業
、
経
済
、
文
化
の
振
興
発
展
に

尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
全
国
的
に
有
名
な
ス
ト
ー
ブ
列
車
を
は
じ

め
、
風
鈴
列
車
、
鈴
虫
列
車
、
サ
ン
タ
列
車
な
ど
ユ
ニ

ー
ク
な
イ
ベ

ン
ト
列
車
を
次
々
と
開
発
し
た
ほ
か
、
社
長
自
ら
が
俳
句
サ
ー
ク
ル
 

「水
車
吟
社
」
を主
宰
し
、全
国
か
ら
作
品
募
集
を
行
う
な
ど
全
社
一

丸
と
な
っ
て
特
色
あ
る
鉄
道
づ
く
り
に
腐
心
し
、
全
国
的
に
津
軽
鉄

道
の
声
価
を
高
め
、
市
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

lL所:川原市ふるさと犬責表彰式
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軽快に跳ねる児童たち 

八戸フ工リーターミナルへの給水作業を行う 
市水道事業所職員 

顎鎌驚騒 

勇壮なまとい振りを披露 

安
心
の
暮
ら
し

の
中
心
 
火
の
用
心
 

市
消
防
団
出
初
式
 

,
 
 

高
度
な

技
に

挑
戦
轟
欝
嚇4

 

第
十
三
回
市
内
小
学
校

な
わ

と
び

競
技
大
会
 

災
害
の
無
い
明
る
い
年
を祝
う
、
 

市
消
防
団
（
加
納
金
作
団
長
）
の

出
初
式
が
、
 一
月
五
日
、
 ー
ッ
谷

の
中
村
整
形
外
科
病
院
通
り
に
十

分
団
、
約
六
百
五
十
人
の
団
員
と

三
十
七
台
の
ポ
ン
プ
車
が
繰
り
出

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

団
員
は
観
閲
者
の
佐
々
木
市
長
 
 

に
よ
る
服
装
と
機
械
器
具
の
点
検

を
受
け
た
あ
と
、堂
々
と
分
列
行
進

を
し
ま
し
た
。引
き
続
き
、中
央
公

民
館
前
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、本

団
纏
部
十
七
人
に
よ
る
勇
壮
な
ま

と
い
振
り
が
披
露
さ
れ
、次
い
で
第

二
分
団
第
三
部
（広
田
）
な
ど四
つ

の
優
秀
分
団
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

第
十
三
回
市
内
小
学
校
な
わ
と

び
大
会
が
十
二
月
二
十
五
日
、
市

民
体
育
館
に
十
六
校
、
約
千
三
百

人
の
児
童
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
 

父
兄
た
ち
の
熱
い
声
援
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
 

競
技
は
、第
一
部
（
一
一
重
と
び

・
 
 

時
間
と
び
）
の
予
選
と
、
第
二
部

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
（
あ
や
前

回
し
と
び
・
交
差
と
び
・
サ
イ
ド

ク
ロ
ス
前
回
し
）
、第
三
部

（二
重

と
び
・
時
間
と
び
）
の
決
勝
が
行

わ
れ
、
児
童
た
ち
は
高
度
な
技
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
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市
で
は
、
平
成
六
年
三
陸
は
る

か
沖
地
震
で
震
度
六
の
烈
震
を
記

録
し
、
約
三
万
世
帯
が
断
水
す
る

な
ど
年
の
瀬
の
市
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
受
け
た
八
戸
市
に
、
発

生
か
ら
一
夜
明
け
た
十
二
月
二
十

九
日
、
災
害
の
お
見
舞
い
と
給
水

の
応
援
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。
 

応
援
に
向
か
っ
た
、
佐
々
木
市

長
を
は
じ
め
市
水
道
事
業
所
職
員

は
、
給
水
タ
ン
ク
車
二
台
で
輸
送

し
た
三
ト
ン
の
水
を
八
戸
フ
ェ
リ
 

ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
給
水
し
、
再
び

八
戸
・
根
城
浄
水
場
で
水
を
満
杯

に
し
て
、
フ
エ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

ヘ
ピ
ス
ト
ン
輪
送
し
ま
し
た
。
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」
 

中
国
か
ら
永
住
帰
国
し
た
、
野

宮
フ
ミ
さ
ん

（中
国
名
、
衣
桂
蘭
）
 

一
家
八
人
は
、
姉
の
和
島
花
さ
ん
 

（
市内
神
山
字
牧
原
五
七
ー
二
）
 

ら
と
共
に
、
十
二
月
二
十
八
日
佐

々
木
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

野
宮
さ
ん
は
、
昭
和
十
六
年
に

父
母
ら
家
族
九
人
で
飯
詰
開
拓
団

入
植
の
た
め
満
州
（
現
在
の
中
国

東
北
部
）
に
渡
り
、
昭
和
二
十
年

に
ソ
連
が
参
戦
し
た
た
め
開
拓
団
 
 

員
と
共
に
避
難
し
ま
し
た
が
、
父

母
と
妹
が
相
次
い
で
亡
く
な
ら
れ

た
の
で
、残
っ
た
六
人
の
う
ち
姉
、
 

妹
と
三
人
で
吉
林
省
揮
春
市
の
中

国
人
夫
婦
に
預
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

昭
和
三
十
七
年
、
フ
ミ
さ
ん
ら

姉
妹
三
人
は
不
明
の
ま
ま
戦
時
死

亡
宣
告
が
確
定
し
ま
し
た
が
、
の

ち
に
生
存
が
確
認
さ
れ
戸
籍
を
回

復
し
、
昭
和
五
十
二
年
と
平
成
」1
 

年
に

一
時
帰
国
を
し
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
 
「こ
れ
か
ら
の

事
は
心
配
し
な
い
で
何
で
も
相
談

し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
く
だ

さ
い
。
寒
く
な
り
ま
す
が
、
風
邪

を
引
か
な
い
よ
う
に
し
て
よ
い
お

正
月
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
」
 
と
長

い
人
生
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
 

野
宮
さ
ん
も
、
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
 
「五
所
川
原
に
来
て
ほ

ん
と
に
よ
か
っ
た
。
早
く
日
本
語

を
覚
え
て
自
立
し
た
い
」
 
と
お礼

を
述
べ
ま
し
た
。
 

野
宮
さ
ん
達
の
お
住
い
は
、
漆

川
の
市
営
住
宅
と
な
り
ま
す
。
 

長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
 

野
宮

さ
ん

一
家

永
住
帰

国
 

曾

意

の
花
か
ご
）

I

つ
も
あり
が
と
つ
」
ざい
ま
す
 

⑥
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
外
崎
源
人
さ
ん

（
五
一
中
二
年
）
、和
田
祐
治
さ
ん
（
同
）
、福
士
裕
朗
さ
 

ん
（
同
一
年
）
廿
七
千
円
。
 

〇
三
和
満
さ
ん
（
松
島
町

一
ー
六
二
）
廿
十
万
円
0
 

〇
五
所
川
原
口

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（兵
庫
昭
一
郎
会
長
）
廿
十
万
円
。
 

⑥
教
育
振
興
会
へ
 

〇
オ
ン
ニ
ャ
、
力
ー
ー
ー
バル
実
行
委
員
会
（
三
上
真
輝
代
表
）
廿
ォ
ン
ニ
 

ャ
、
カ
ー
ニ
バ
ル
売
上
金
二
万
三
千
円
。
 

⑨
五
所
川
原
小
学
校
へ
 

〇
柳
津
精
太
郎
さ
ん
（
東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
五
ー
三
四

ー
二
八
）
廿
百
万
 

円
（
児
童
図
書
購
入
費
と
し
て
）
。
 

＠
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
昭
和
パ

ー
ル
会
（
渋
谷
久
和
会
長
）
廿
五
万
四
千
四
百
五
十
二
円
。
 

〇
平
川
巌
さ
ん
（
小
曲
字
板
橋
一
ー
一
）
廿
一
万
一
千
五
百
二
円
。
 

〇
五
所
川
原
朝
市
の
会
（
中
野
正
一
会
長
）
廿
五
万
円
。
 

〇
み
つ
わ
（
中
嶋
美
津
子
代
表
）
廿
一
万
八
千
二
百
九
十
五
円
。
 

〇
対
馬
て
る
さ
ん
（
吹
畑
字
藤
巻
一
三
〇
ー
一
三
）
廿
一
万
円
。
 

〇
山
内
IIIツ
さ
ん
（
稲
実
字
稲
葉

一
二
ニ
ー
一
）
廿
お
む
つ
二
十
五
枚
。
 

回
く
る
み
園
へ
 

〇
株
式
会
社
五
所
川
原
中
央
青
果
（
木
村
登
吉
代
表）
廿
バ
ナ
ナ
三
箱
、
 

ぶ
ど
う
三
箱
。
 

〇
山
川
祐
次
郎
さ
ん
（
新
宮
三
五
）
廿
か
ぼ
ち
ゃ
三
十
個
。
 

一
一
九
九五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
に
ご協
力
く
だ
さ
い
 

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
七
年
二
月
一
日
現
在
で
 
「一
九
九
五
年

農
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。調
査
員
が
お
伺
い
し
て
、農
業
の

経
営
状
況
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

短
」
国
 

五
所
川
原
短
歌
会

は
や
文
字
を
党
え
し
孫
よ
り
絵
葉

書
き
は
勤
め
終
え
来
し
ポ
ス
ト
に

あ
り
ぬ
 

蝦
名
 
麗
子

娘
の
手
術
長
び
く
不
安
の
病
室
に

時
計
の
秒
針
も
ど
か
し
く
見
つ
 

浜
山
 
て
い

父
母
あ
り
し
日
の
偲
ば
る
る
故
郷

の
合
浦
の
浜
の
波
音
し
ず
か
 

蝦
名
チ
ョ
ノ

秋
空
に
悲
痛
な
鳴
き
声
ひ
び
か
せ

て
鳩
に
追
は
れ
鳶
逃
げ
惑
ふ
 

三
H
 
イ
ッ

暮
色
濃
き
刈
田
の
上
を
群
な
し
て

椋
鳥
鳴
き
つ
つ
西
へ
飛
び
ゆ
く
 

鈴
木
 
勝
次

男
の
孫
の
生
ま
れ
し
喜
び
告
げ
な

が
ら
友
は
命
名
用
紙
持
ち
来
る
 

山
上
 
和
美

先
人
の
究
め
残
せ
し
果
肉
ま
で
赤

き
り
ん
ご
が
ワ
イ
ン
と
な
り
ぬ
 

佐
々
木
ト
シ
エ
 

お
わ
び
 
一
月
一
日
号
「
訪
問
ほ

の
ぼ
の
町
内
」
 
の
松
野木
学
区
協

議
会
会
長
の
斉
藤
晃
氏
の
名
前
が

貢
と
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
訂
正

し
て
お
わ
び
致
し
ま
す
。
 

佐々木市長を表敬訪問する野宮さん一家 

《
 

長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た

野
宮
さ
ん
一
家
永
住
帰
国

中
国
か
ら
永
住
帰
国
し
た
、
野

宮
フ
ミ
さ
ん
(
中
国
名
、
点
桂
蘭
)

一
家
八
人
は
、
姉
の
和
島
花
さ
ん

(市
内
神
山
字
牧
原
五
七
|
一一)

ら
と
共
に
、
卜
二
月
二
卜
八
U
佐

々
木
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

野
宮
さ
ん
は
、
昭
和
卜
六
年
に

父
母
ら
家
族
九
人
で
飯
詰
開
拓
問

入
植
の
た
め
満
州

(現
在
の
中
国

東
北
部
)
に
渡
り
、
昭
和
二
十
年

に
ソ
連
が
参
戦
し
た
た
め
開
妬
団

佐々木市長を表敬訪問する野宮さん一家

員
と
共
に
避
難
し
ま
し
た
が
、
父

母
と
妹
が
相
次
い
で
亡
く
な
ら
れ

た
の
で
、
残
っ
た
六
人
の
う
ち
姉、

妹
と
三
人
で
吉
林
省
揮
春
市
の
中

国
人
夫
婦
に
頂
け
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
七
年
、
フ
ミ
さ
ん
ら

姉
妹
三
人
は
不
明
の
ま
ま
戦
時
死

亡
宣
告
が
確
定
し
ま
し
た
が
、
の

ち
に
生
存
が
確
認
さ
れ
戸
籍
を
回

復
し
、
昭
和
五
十
二
年
と
平
成
三

年
に

一
時
帰
国
を
し
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
は
「
こ
れ
か
ら
の

事
は
心
配
し
な
い
で
何
で
も
相
談

し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
く
だ

さ
い
。
寒
く
な
り
ま
す
が
、
風
邪

を
引
か
な
い
よ
う
に
し
て
よ
い
お

正
月
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
」
と
長

い
人
生
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

賢
官
さ
ん
も
、
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
「
五
所
川
原
に
釆
で
ほ

ん
と
に
よ
か

っ
た
。
早
く
日
本
語

を
覚
え
て
自
立
し
た
い
」
と
お
札

を
述
べ
ま
し
た
。

野
宮
さ
ん
達
の
お
住
い
は
、
漆

川
の
市
営
住
宅
と
な
り
ま
す
。

善
意
の
花
か
ご

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

@
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ

O
外
崎
源
人
さ
ん

(五

一
中
二
年
)、
和
田
祐
治
さ
ん

ん

(同

一
年
)

H
H
七
千
円
。

O
三
和
満
さ
ん

(松
島
町

一
l
六
一
C
H
十
万
円
。

O
五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

(兵
庫
昭

一
郎
会
長

)
1
十
万
円
。

@
教
育
振
興
会
へ

O
オ
ン
ニ
ャ
、
カ
ー
ニ
バ
ル
実
行
委
員
会

(三
上
真
輝
代
表
)
H
オ
ン
ニ

ャ
、
カ
ー
ニ
バ
ル
売
上
金
二
万
三
千
円
。

@
五
所
川
原
小
学
校
へ

O
柳
津
精
太
郎
さ
ん

(東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
五
|
三
四

|
二
八
)
リ
百
万

円

(児
童
図
書
購
入
費
と
し
て
)
。

@
社
会
福
祉
協
議
会
へ

O
昭
和
パ
ー
ル
会

(渋
谷
久
和
会
長
)
l
五
万
四
千
四
百
五
十
二
円
。

O
平
川
巌
さ
ん

(小
曲
字
板
橋

一
ーー

ニ

リ

一
万

一
千
五
百
二
円
。

O
五
所
川
原
朝
市
の
会

(中
野
正

一
会
長
)

H
H
五
万
円
。

O
み
つ
わ

(中
嶋
美
津
子
代
表
)
H
一
万
八
千
二
百
九
十
五
円
。

O
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馬
て
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さ
ん

(吹
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字
藤
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一
三
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ー
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U
一
万
円
。

O
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ツ
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葉

二
ゴ
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l
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H

お
む
つ
二
十
五
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。

@
く
る
み
園
へ
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古
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l
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三
箱
。

O
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郎
さ
ん

(新
宮
三
五
)
U
か
ぼ
ち
ゃ
三
十
個
。

(
同
)、
福
士
裕
朗
さ

一
九
九
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
七
年
二
月

一
日
現
在
で

「
一
九
九
五
年

農
業
セ

ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。調
査
員
が
お
伺
い
し
て
、農
業
の

経
営
状
況
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

唖

園
五
所
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原
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会
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や
文
字
を
覚
え
し
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よ
り
絵
葉

書
き
は
勤
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終
え
釆
し
ポ
ス
ト
に

あ
り
ぬ
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浜
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し
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偲
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の
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椋
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先
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の
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の
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会
会
長
の
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藤
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氏
の
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前
が
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と
な
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で
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正
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て
お
わ
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し
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す
。
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ふ
る

さ
と

の
み
な

さ
ん
 

お
元
気

て
す
か
 

(4) 

 

東
京
な
ど
、
首
都
圏
在
住
の
五
所
川
原
出
身
者
で
組

織
す
る
、
 「わ

・
五
所
川
原
会
」
会
員
の
、
ふ
る
さ
と

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
 

一
 

N
H
Kき
ょ
う
の
料
理
大
賞
9
4全国
大
会
で
 

今
 
サ

カ
エ

さ
ん
（高
野
・
柳
田
）
 

と
っ
て
お
き
の
ご
飯
も
の
部
門
賞
受
賞
 

全国大会で自慢の腕を振るう今さん 

昨
年
の
秋
、
飯
詰
の
実
家
か
ら

洋
梨
が
送
ら
れ
て
来
ま
し
た
。「
ワ

カ
ち
ゃ
ん
、
丁
度
食
べ
頃
だ
ね
」
 

と
言
う
私
に
 
「ン
ダ
キ
ャ
ー
美
味

し
い
ね

ー
」
と
、
東
京
生
ま
れ
の

嫁
が
言
い
ま
す
。
又
あ
る
と
き
は
 

「湯
か
げ
ん
は
ど
う
」
 
と
い
う
嫁

に
「ウ
ー
ン
、
ア
ズ
マ
シ
イ
ョ

ー
」
 

と
、
千
葉
育
ち
の
孫
。
わ
が
家
は

毎
日
の
よ
う
に
、
津
軽
弁
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
 

私
は
一
昨
年
の
秋
、
入
院
や
手
 
 

術
な
ど
、
初
め
て
の
経
験
を
し
ま

し
た
。
そ
し
て
千
葉
に
住
む
息
子

夫
婦
と
の
同
居
と
な
り
、
故
郷
を

離
れ
る
心
細
さ
と
住
み
慣
れ
ぬ
土

地
へ
の
不
安
も
あ
りま
し
た
。
で

も
、
移
り
住
ん
で
み
て
、
息
子
夫

婦
の
家
庭
の
中
に
故
郷
を
見
る
思

い
で
心
か
ら
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
 

昨
年
の
秋
に
は
 
「わ

・
五
所
川

原
会
」
が
催
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
 

息
子
夫
婦
共
々
、
初
め
て
銀
座
に

出
ま
し
た
。
佐
々
木
市
長
さ
ん
、
 

冬の岩木川 

商
工
会
議
所
の
会
頭
さ
ん
等
々
懐

か
し
い
故
郷
の
人
た
ち
に
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年

も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
、
年
の
始

め
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
 

故
郷
は
遠
く
に
在
り
て
想
う
も
の

と
か
。
今
、
千
葉
と
五
所
川
原
の

間
は
車
と
飛
行
機
で
た
っ
た
の
一
一

時
間
で
す
。
ち
な
み
に
嫁
の
 
「ワ

カ
ち
ゃ
ん
」
の
実
家
で
あ
る
東
京

三
鷹
ま
で
は
、
千
葉
の
柏
市
か
ら

電
車
で
二
時
間
も
か
か
る
の
で
す
。
 

士

一月
四
日
、
東
京
都
渋
谷
区

神
南
の
N
H
K
放
送
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
N
H
K
き
ょ
う
の
料
理

大
賞
9
4全
国
大
会
で
、
今
サ
カ
エ

さ
ん

（
高
野

・
柳
田
）
が
 
「枝
豆

入
り
ご
ま
お
こ
わ
」
 
で
、と
っ
て

お
き
の
ご
飯
も
の
部
門
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
約

千
九
百
の
応
募
が
あ
り
、
二
次
審

査
会
で
選
ば
れ
た
三
部
門
（
と
っ

て
お
き
の
ご
飯
も
の
・
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
な
毎
日
の
お
か
ず
・
も
て
な
 

し
の
一
品
）
各四
名
が
、全
国
大
会

で
自
慢
の
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

見
事
部
門
賞
に
輝
い
た
今
さ
ん

は
「
ま
る
で
夢
の
よ
う
で
す
。
料

理
が
大
好
き
で
、
な
に
か
集
ま
り

が
あ
る
と
き
は
必
ず
工
夫
し
た
料

理
を
作
り
ま
す
。
今
度
e
高
野
地

区
の
お
年
寄
り
の
お
楽
し
み
会
に

は
こ
の
枝
豆
入
り
ご
ま
お
こ
わ
と
、
 

色
々
な
漬
け
物
を
い
っ
ぱ
い
作
っ

て
、
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
い
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
 

枝豆入りこまおこわ 「まるで夢のようです」 
と話す今さん 

「故
郷
は
遠
く
に
在
り
て
も
」
 

成
 

田
 
み
 
よ
 
さ
ん
 

（
千
葉
県
・

柏
市

）
 

（
岩
木
町
出
身

）
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さ
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元
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す
か

東
京
な
ど
、
首
都
圏
在
住
の
五
所
川
原
出
身
者
で
組

織
す
る
、

「わ

・
五
所
川
原
会
」
会
員
の
、
ふ
る
さ
と

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

昨
年
の
秋
、
飯
詰
の
実
家
か
ら

洋
梨
が
送
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
「ワ

カ
ち
ゃ
ん
、
「
度
食
べ
頃
だ
ね
」

と
言
う
私
に
「
ン
ダ
キ
ャ
l
美
味

し
い
ね
l
」
と
、
東
京
生
ま
れ
の

嫁
が
言
い
ま
す
。
又
あ
る
と
き
は

「
渇
か
げ
ん
は
ど
う
」
と
い
う
嫁

に
「
ウ
l
ン
、
ア
ズ
マ
シ
イ
ヨ

l
」

と
、
千
葉
育
ち
の
係
。
わ
が
家
は

毎
日
の
よ
う
に
、
津
軽
弁
が
い

っ

ぱ
い
で
す
。

私
は

-
昨
年
の
秋
、

入
院
や
手

「故
郷
は
遠
く
に
在
り
て
も
」

術
な
ど
、
初
め
て
の
経
験
を
し
ま

し
た
。
そ
し
て
千
葉
に
住
む
息
子

夫
婦
と
の
同
居
と
な
り
、
故
郷
を

離
れ
る
心
細
さ
と
住
み
慣
れ
ぬ
土

地
へ
の
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
で

も
、
移
り
住
ん
で
み
て
、
息
子
夫

婦
の
家
庭
の
中
に
故
郷
を
見
る
思

い
で
心
か
ら
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
秋
に
は
「
わ

・
五
所
川

原
会
」
が
催
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、

息
子
夫
婦
共
々
、
初
め
て
銀
座
に

出
ま
し
た
。
佐
々
木
市
長
さ
ん
、

成

み

田

よ

さ

ん

(千
葉
県
・
柏
市
)

(岩
木
町
出
身
)

商
工
会
議
所
の
会
頭
さ
ん
等
々
懐

か
し
い
故
郷
の
人
た
ち
に
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年

も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
、
年
の
始

め
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

故
郷
は
遠
く
に
在
り
で
怨
う
も
の

と
か
。
今
、
千
葉
と
五
所
川
原
の

間
は
卓
と
飛
行
機
で
た
っ
た
の
二

時
間
で
す
。
ち
な
み
に
嫁
の
「
ワ

カ
ち
ゃ
ん
」
の
実
家
で
あ
る
東
京

三
鷹
ま
で
は
、
千
葉
の
柏
市
か
ら

屯
車
で
二
時
間
も
か
か
る
の
で
す
。

冬の岩木川

N
H
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料
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大
賞
制
全
国
大
会
で
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サ

カ

工

さ
ん
(高
野
・
柳
田
)

と
っ
て
お
き
の
ご
飯
も
の
部
門
賞
受
賞

十
二
月
四
目
、
東
京
都
渋
谷
区

神
南
の
N
H
K
放
送
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
N
H
K
き
ょ
う
の
料
理

大
賞
例
会
国
大
会
で
、
A
7
サ
カ
エ

さ
ん
で
品
野

・
柳
田
)
が
「
枝
豆

入
り
ご
ま
お
こ
わ
」
で
、
と
っ
て

お
き
の
ご
飯
も
の
部
門
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
約

千
九
百
の
応
募
が
あ
り
、
二
次
審

査
会
で
選
ば
れ
た
三
部
門

(と
っ

て
お
き
の
ご
飯
も
の

・
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
な
毎
日
の
お
か
ず

・
も
て
な

「まるで夢のようです」
と話す今さん

全国大会で自慢の腕を振るう今さん

わ一」おま「」
'
Jノ入一円

一
+史

A
五
1

し
の

品
)
各
四
名
が
、
全
国
大
会

で
自
慢
の
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

見
事
部
門
賞
に
輝
い
た
A
7
さ
ん

は

「ま
る
で
夢
の
よ
う
で
す
。
料

理
が
大
好
き
で
、
な
に
か
集
ま
り

が
あ
る
と
き
は
必
ず
工
夫
し
た
料

理
を
作
り
ま
す
。
今
度
の
高
野
地

区
の
お
年
寄
り
の
お
楽
し
み
会
に

は
こ
の
枝
豆
入
り
ご
ま
お
こ
わ
と
、

色
々
な
漬
け
物
を
い

っ
ぱ
い
作
っ

て
、
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
己
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
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家族護 るつ，護舞加 

1 ,000円 小、中学校の部 500円 

☆受本士 当日 8 : 30から会場で受イ寸 

☆賞品 MT Bほか豪華賞品・全員に参加賞 

大会当日受付旧寺抽選券配布、昼食後 

福引き開催 

@）五所川原歌謡・民謡・手踊り王座決定戦 

10: 00ーー オノレラニンシア（ふるさと交●充圏民 

センター） 

☆種目 歌謡の部・民謡の部・手踊りの部 

（一般・少自af固人・団体） 

☆参加資格 とくに資格は問わないが、手踊 

り少年の部は中学生以下とする。 

☆歌謡の部は、 カラオケとする。出演者は、 

テープ持参のこと。 

※期間中会場に大型ガマを設置。イルミネーシ 

ョン点灯。 

※申し込み・問い合わせ先 

ン五所川原市産業経済部観光物産課内 

客 0173 -35 -2111（内線 260) 
>J リーグ “これがシュートだ” 

市子う重事務局長 三上 雪35 - 8828 
※申し込み締め切］り 平成 7年1月27日（金） 

イルミネーシ 

雪
上
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
ク
ロ
ス

力
ン
ト
リ
ー
レ

ー
ス
 

平成 7 年 1月15 H 6 

.2月11日（土） 菊ケ丘水郷公園 

、gJ I)ーグ “これカベシュートだ” 13 : Oft--- 

☆チーム 1チーム 5 名 

☆参加資格 小学1年から、 中学校、育成者 

の男女であればよい。 （但し、 1チームの 

中に育成者1名いること。） 

☆表彰 上位入賞者賞状、賞品。全員に参加賞 

@）小正月もちつき大会 16: 30- 
☆会場内にてもちつきの実演 

☆おしるこのサーヒえス 

（くI）ミニガマ（かまくら）コンテスト 

~ ☆参加資格 会社及び団体を対象 

’ ☆賞占11 豪華賞品多数用意 

☆実施方法 1団体10個製作 

2月 6 日から11日16: 00製作締め切り 

審査 16 】 00 
☆表彰 上位入賞者賞】伏、賞品。全団体に参加 

賞 18:00 表彰式二 

(6）月昇会式 18 】 00~ ⑥開会式 18 】 00--- 

● 2月12日（日） 

第 4回雪上マウンテンバイククロスカント I) 
ーレース 9 : 30～ 菊ケ丘水郷公園 

☆種目 一f投の部・レディースの部 

小、 中学校の部 

☆参加資格 健康な身体を有する人 

☆参力畔斗 一般・レディース・高校の部 

⑥親子探検宝さがし大会 18: 30- 
☆参加資格 親子（ 2名） 

☆賞品 豪華賞品多数用意 

☆受イ寸 当日 8 : 00から会場で受付 

（先着100組）懐中電灯」寺参 

'I 

オルテとシZ竺るさと交流圏民センター） 1 
雁物こ条囚〈 1 月21日～ 2 月 5 日ン 

〈小ホール〉 

ロH
  

曜
  

催 	 物 開演 入場料 

1
//
2
2
 

 

口
H
  

K Al MA I ピアノ教室発表会 13:30 無 料 

1
//
2
9
 

 
日
  
石田ピアノ教室発表会 13:30 無 料 

2
//
5
 

 
日
  

必殺フオーク人コンサート 18:30 800円
当日950円 

※平成 6 年12月 9 日、青森市文化会館で開催さ

れた、福祉のまちづく り記念大会に於いて、 オ

ルテンシアが青森県福祉のまちづく り優良施設

表彰で、 入賞しました。 

一市税完納キャンペーン 
市税の納め忘れはありませんかー 

平成 6年12月21日、 中三デパート前と丸」大辻

薬舗角で市役所収納課、国保年金課、税務課合

同の市税完納強調街頭キャンペーンを実施しま

した。佐々木市長

をはじめ、市税徴

収対策本部長（川

口」」又入役）、市納税

貝宇蓄組合連合会役

員、市職員等40名
が市民一人ひとり

に、市税完納を呼

びかけました。 

家族.'J.芯33込弘b京令るつ叉刃i妻家主加し.法‘ま志ま毒{泣んカhhhミミ弘:、+Jψ3Y3

慌:33去i33支去j;if:?;;.令司吋.;::宇令頃:::予逗:P£4垣当可可;;長長長除ji逢幸:暴診拘暴争ド拘:3功:効均糠:診炉炉炉炉P炉炉伊炉炉.:..... :何吋吟H吋吋吟.:i:中?:t::馨各;汐;;タjタ:ヲ歩ヌ歩+瀧ま注崇t長:旅;旅旅鳴i詠暴叫:毅滋i炉νいb炉炉いνい;!~~;:バ寸:ト川ぺ.〈44:5:
';:;:必ih与:!~ .'.'， (社)玉!所川原市観光協会

E .~三・・・;::1...... 1îIi百.~~iJ~臼・

@ J リーグ“これがシュートだ.. 13: OO~ 

食チーム 1 チーム 5~

公参加資格 ノトγ二1勾ーから、 "1'ヴ:校、 747成弁

のク1;t:であればよい。(イ[1，し、 1チームの

中に7守成布ー 1~'V 、ること。)

公ぷ彰 l二位入賞者賀状、 ttJI~lo 全以に参力lは:l'

@ 小正月もちつき大会 16 : 30~ 

会会場内にてもちつきの夫前

女おしるこのサービス

@ ミニガマ(かま くら〉コンテスト

女参!JI円資格 会社及び[j-I体 を対象

公11:品 室長袋詰品多数用意

τな実施ノヨ司法 1 I"tl体 10イ|古l製作

2月 6Hから11円16: 00製作締め切り

審を 16: 00 

会友彰 川、主入賞者賞状、 ttJtlo全 l、J'I体に参加|

賞 18: 00 表彰式

。 開会式 18 : OO~ 

。 親子探検宝さが し大会 18 : 30~ 

女参加1資 格親子(2 'I'，) 

τた賞品 豪華1z・況l多数刑芯:

会受イ、j 、巧臼 8 : 00から会場で受イ、f

(先行100組)懐':j，屯灯持参

EE略a孟圃院.=1・=・哩
。 第 4回雪上マウンテンバイク クロスカン トリ

ーレース 9 : 30~ 菊ヶ一任水郷公園

女不正I目 4 般の部 ・レディースの部

小、中学校の部

女参加資格 健康な身体を干了する人

女参加l料 一般 ・レディース・向校の部

「オルテンシア(ふるさと交流圏民セン9ー)一「

」一一催物ご案内(1月21日-2月5日)J

〈小ホール〉

日 E程 催 物 開演 入場料

治 日 KAIMAIヒアノ教室発表会 13:30 無料

よ{g日石田ヒアノ教室発表会 13:30 無料

う4日必殺フォーク人コンサート 18:30 800 円
当日9501J:1

※平成 6年 12月 9日、青森市文化会館で開催さ

れた、福祉のまちづくり記念大会に於いて、オ

ルテンシアが青森県福祉のまちづくり優良施設

表彰で、入賞しました。

1，0001【l 小、中学校の部 500ド!

大受イ、J' 当 il8: 30か ら 会 場 で 受 付

会日d.，'， M T Bほ か 豪 華 賞 品 ・ 全 員 に 参 加 日

人A会、竹 I1受付時抽選券配布、府:食後

福引き開イ桜

。 五所川原歌謡・民謡・手踊り王座決定戦

10 : OO~ オノレテンシア(ふるさと交流圏民

センター)

τHill.円 Z府系の部・ L~ã:#の普11 . T-断りの音11

(一般 ・少年イ11'1人 ・(.J榊:)

古参力11'資怖 と く に 資 格 は 問 わ な い が 、 下 踊

り少年の存11は中学生以下とする。

会歌言語のefllは、カラオケとする。 1[¥演符は、

テープ持参のこと。

※J(:JJ rI¥J LJ'会場に大型ガマを設問。イノレミネーシ

ョン点灯。

※ 申 し込 み ・ 問 い 合 わ せ先

b 正所川原rli産業経済音11観 光 物 産 課 内

宮 0173-35 -2111 (内線 260)

I>Jリーグ“これがシュートだ"

rlï -f-連 ' J ~務品長 三上 宮 35-8828 

※ 申し込 み 締 め 切 り 平成 7年 1JJ2711 (金)

雪
上
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「市税完納キャンペーン「
L_市税の納め忘れはありませんか一」
平成 6年 12月 21日、 可1三デパー ト前と丸大辻

薬害防角で市役所収納謀、 |玉幌年金謀、税務課合

同のrIτ税完納強調街頭キャンベーンを実施しま

した。佐々木市長

をはじめ、「行税徴

収 対 策 本 部 長 ( )11 

口収入役)、「行納税

貯 蓄 組 合 辿 合 会 役

員、市職員等40~，

が市民一人ひとり

に 、 市 税 完 納 を 呼

びかけました。

平成 71ド1月151J 6 



第1回青森県五所川原全国凧揚げ大会 
期日 

平成 7年3月11日（土） 前夜祭（午後6時） 

3月12日（日） 本大会（午前10時） 

会場 

前夜祭 五所川原市中央公民館 

本大会 五所川原市岩木川河川公園 

参加資格 どなたでも参加できます。 

参加料 無半斗。但し前夜祭は1人3,000円 

競技種目 

Aクラス （津軽凧こどもの部ー中学生以下） 

Bクラス （津軽凧一般の部ー高校生以上） 

Cクラス （創作凧の部一県内外） 

I〕クラス （県タト伝統凧の部） 

Eクラス （津軽凧団体の部） 

審査方法 見ばえ（絵柄等）、安定度（揚げ方、 

技術）、マナー、 うなり （津軽凧のみ） 

表彰 

各クラス毎に次のとおりの表彰を行います。 

最優秀賞 1 優 秀 賞 2 優 良 賞 3 
努 力 賞 4 参加 賞 参加者全員 

注意事項 

①同一種目への出場は1人1回限りとします。 

②同一凧の出場は1回限りとします。 

③競技中チームのゼッケンは良く確認できるよ 

うにすること。 

④競技進行に関わる事項については係員の指示 

に従うこと。  

参加申し込み及び申し込み締め切り日 

所定の申込書により平I戎 7 年2月20日まで 

申し込み・問い合わせ先 

五所川原市産業経済部観光物産課内、社団法人 

五所川原市観光協会 

胃 0173 - 35 一 2111 内線 260 
'037 玉二所川原市岩木町12 

平成 7年度 奨学生を募集  財団法人五所川原市教育振興会 

五所川原市教育振興会では、i欠の要領により 

平成 7年度の奨学生の募集を行います。 

希望する方は、在学してル、る学校を経由して 

五所川原市教育委員会総務課へお申し込みくだ 

さレ、。 

1．募集期問 

平成 7lIl 月15日から平成 7年2月15月まで 

2 ．応募資格 

次αンすべてに該当する人とします。 

①平成 7年4月に高等学校または大学等に入 

学志望の人。 

②人物、学業ともに優秀で、かつ健康である 

が、学費の支弁が著しく困難と認められる 

メ、。 

③五所川原市内に在住している人。 

④過去 3年間、全教科一の平均成績が 3.5点 

(5段階評価）以上の人。 

3 ．貸与金額 

①高等学校 

7 平成 7年1月15日  

公立，ネ1、立ともにノマ学金及び授業米林目当 

額（在学期間） とする。 

②大学等 

公立、私立ともに入学支度金として60万 

円を限度とする。 （原則として各種学校、 

専門学校は認めない。） 

4. 返還方法 

①高等学校 

奨学金の貸与が終了した月の翌月から起 

算して1年を経過した後、奨学金を受けた 

期間の倍の期間以内に返還する。 

②大学等 

卒業の翌月から6 カ月経過後、就学期間 

の倍の期間以内に返還する。 

③返還金額には利息を付一さないものとする。 

※ 詳細は、財団法人五所川原市教育振興会事 

務局（五所川原市教育委員会総務課）へお問 

い合わせください。 

" 0173 -35 -2111 内線 293 

第 1回青森県五所川原全国凧揚げ大会
期日

平成 7年 3月 11日(上) 前夜祭(午後 6時)

3月 12日(円) 木大会(午前1011与)

会場

前夜祭 五所川原市中央公民館

本大会 五所川原市岩木川|河川|公園

参 加資格 どなたでも参加できます。

参 加料 無料。但し前夜祭は 1人 3，000円

競技種目

Aクラス(津軽凧こどもの部一中学生以下)

Bクラス(津軽凧一般の部一尚校生以J:-_)

Cクラス(創作用Lの部一県内外)

Dクラス(県外伝統凧の部)

Eクラス(津軽凧団体の部)

審 査方法 見ばえ(絵柄等)、安定度(揚げ方、

技術)、マナー、うなり(津軽凧のみ)

表彰

各クラス毎に次のとおりの表彰を行います。

最 優秀賞 1 優秀賞 2 優良質 3

努力賞 4 参加I賞参加者全員

注 意事項

①同一種日への出場は 1人 1inJ限りとします。

②同一凧の出場は 1回限りとします。

③競技中チー ムのゼッケンは良く確認できるよ

うにすること。

④競技進行に関わる事項については係員の指示

に~tをうこと。

参加申し込み及び申し込み締め切り日

所定の巾込書により平成 7年 2月20日まで

申し込み・問い合わせ先

五所川原市産業経済部観光物産課内、社同法人

五所川原市観光協会

宮 0173-35 -2111 内線 260

寄 037五所川原市岩木町12

| 平成7年度奨学生を募集 財団法人五所川原市教育振興会 |

五所川原市教育振興会では、 次の要領により 公立、私立ともに入学金及び授業料相当

平成 7年度の奨学生の募集を行います。 額(在学期間)とする。

希望する方は、在学してい る学校を経由して ② 大 学 等

五所川 原市教管委員会総務課へお申し込みくだ 公立、私立ともに入学支度金として60万

さい。 円を限度とする。(原則として各種学校、

1. 募集期間 専 門学校は認めない。)

平成 7年 1月 15日から 平成 7年 2月 15日まで 4. 返還 方 法

2.応募資格 ①高等学校

次のすべてに該当する人とします。 奨学金の貸与が終了した月の翌月から起

①平成 7年 4月に高等学校または大学等に入 算して 1年を経過した後、奨学金を受けた

学志望の人。 期 間 の倍の期間以内に返還する。

②人物、 学業ともに優秀で、かつ健康である ② 大 学 等

が、学費の支弁が著 しく困難と認められる 卒業の翌月から 6ヵ月経過後、就学期間

人。 の倍の期間以内に返還する。

③五所川 原市内に在住している人。 ③返還 金 額 に は 利 息 を付 さないものとする。

④過去 3年問、全教科の平均成 績が 3.5点 ※ 詳細 は、財団法人五所川 原市教育振興会事

(5段階評価)以上の人。 務局(五所川 原市教育委員会総務課) へお問

3.貸与金額 い合わせください。

①高等学校 宮 0173-35 -2111 内線 293

7 平成7年 1月15日



2月の保健センター相談日 
毎日の生活の中で、育児、健康面でお悩みの

方、保健婦、看護婦、栄養士がお待ちし、ゆっ

たりした気分で相談が受けれノます。 どうぞご利

用ください。 

種 男リ 開 設 日 内 	容 

母：と子の 第1・第 3（水） 乳児・幼児の発 

木目 談 日 2月1日・15日 達相談、育児の 

10時～12時 相談、お母さん 

13時～15時 の悩みごと相談 

（第3 の午後は など 

予約相談です） 

成相
 
人
談
 
の
 

日
 

第 2・第 4（水） 

2月 8 日・22日 

血圧の相談、食 

事の相談、心身 

10時～12時 でご心配なこと 

13時～15時 など 

（第4の午後は 

予糸勺相談です） 

予約相診乏は随時、電話で受けイ寸けます。 

「第6回 

スポーツ医事相談室の開設 
スポーツ選手や愛好者でスポーツ障害や健康

管理についてスポーツドクターの指導助言を受

けたい方のために、I欠のとおり第 6 回スポーりノ

医事相談室を開設しますのでお気軽にご利用く

ださい。 

☆日日寺 1月19日（木）・ 1月26日（木）・ 2月 2 日休） 

午後 3時～5U寺 

☆場所 市保健センター（市働く婦人の家） 

☆主催 市教育委員会・市体育協会 

北五医師会（スポーツ委員会） 

r ☆主管 市教育委員会 

☆申し込み先 市教育委員会生涯スポーツ課内

事務局雪35 - 2111 内線 248 

☆その他 1）相談半斗は無料です。 

2）事務局に申し込み用紙があります

のでご記入のうえ提出してください。 

彩扇会新春おどり初め 
各教室、サークルが一堂に会し、一年 

間おけいこした古典舞踊、新舞踊のおど 

り初めを行います。 

日時 1月22日 午後1時30分 

場所 市中央公民館 1階ホール 

問い合わせ みどり町6-61 

雪 35 - 6438 藤間 綾彩 

近世古文書解読講習会 
歴史に関心のある方、古文書を読みたい方、 

どなたでも気軽にご参加ください。 

日B寺 平成 6年1月29日（日）10: 00-'--15 : 00 
場所 市立図書館2I皆 

主催 市教育委員会・北奥文化研究会 

講師 豊島勝蔵氏（市史編集委員・北奥文化研 

究会会長） 

小山英治氏（北奥文化研究会事務局長） 

定員 50名（定員になり次第締め切ります） 

受講料 500円（資半＋代として当日受付う 

申し込み先 市教育委員会・生涯学習課 

雪 35 -2111 内線 250 

生活講座受講生募集働く婦人の家 
●お弁当作り教室 

～季節感を出しながら心あたたまる 

お弁当作りに挑戦してみませんか～ 

講師 三森敬子（五所川原市食生活改善推進 

員会会長） 

日時 1月31日（火） 

午前の部 10時～12時 

午後の部 6時半～8時半 

定員 24名 

持参するもの ェプロン、三角巾、 メモ用具 

イオ料」費 

●着付け教室（4回講座） 

～普段着から礼装までの帯結びと 

着イ寸を学び、ひとりで着れる喜びを…～ 

講師 鶴谷久美子一 

日日寺 2月 3 日～2月24日 （毎週金曜日） 

午前の部 10時～12時 

午後の部 6時半～8時半 

定員 20名 

持参するもの 普段着一式；一下着から帯（名 

古屋） まてニ 

●洋食テーブルマナー 

～いつでもどこでも安心しておいしくいただく 

為にもきちんとマナーを学んでみませんか～ 

講師 沢田武男（藤吉郎支配人） 

日時 2月 7 日（火）午後 6時～8日寺 

場所 藤吉郎 

（当日直接会場へお出かけください） 

会費 4,000円 

定員 30名 

※各講I卒共通点 

対象者 市内に住所又は職場を有する女性 

受講料 無料。但し材一料費は各自負担 

申し込みと問い合わせ先 

何」く如I人の家（市内新町一）雪35 - 8898 

平成 7年1月15日 8 

2月の保健センター相談日|
毎日の生活の中で、育児、健康面でお悩みの

方、保健婦、看護婦、栄養士がお待ちし、ゆっ

たりした気分で相談が受けれます。どうぞご利

用ください。

種別 日司 設 日 内 界

母と子の 第 1 ・第 3(水) 乳児・幼児の発

キIJ ~炎日 2月 1日・15日 達也相談、育児の

10時~12時 相談、お刊 さん

13時~15時 の悩みごとキ11談

(第 3の午後は など

予約相談です)

成人の 第 2・第 4(水) 血圧の相談、食

相談日 2月 8日・22日 .LJIの相談、心身

10時~12日与 でご心配なこと

13時~15時 など

(第 4の午後は

予約相談です)

予約相談は随時、電話で受け付けます。

[第6回
スポーツ医事相談室の開設」
スポーツ選手や愛好者でスポーツ障特や健康

管理についてスポーツ ドクターの指導助言を受

けたい方のために、 次のとおり第 61DJスポーツ

医事相談室を開設しますのでお気軽にご利用く

fごさし、。

カ 日時 1月 19日(木)・1月26FI(木)・2月 2日(木)

午後 3 時~5 時

女場所 市保健センター(市働く対人の家)

女主催 市教育委員会 ・市体育協会

北五医師会(スポーツ委員会)

会主管 市教育委員会

会 申し込み先 市教育委員会生涯スポーツ課内

事務局宮 35-2111 内線 248

女 その他 1)相談料は無料です。

2)事務局に申し込み用紙があります

のでご記入のうえ提出して ください。

彩扇会新春おどり初め
各教室、サークノレが一 堂に会し、 一年

間おけいこした古典舞踊、新舞踊のおど

り初めを行います。

日時 1月22日 午後 1時 30分

場所 市中央公民館 11階ホーノレ

問い合わせ みどり町-6-61

宮 35-6438 藤間綾彩

園掴週音量董ヨ定詰寵昔話医ヨ圃
歴史に関心のある方、古文書を読みたい力、

どなたでも気軽にご参加ください。

日時 平成 6年 1月 29日(日) 10: 00~15 : 00 

場所 市立図書館 21哨

主催 市教育委員会 ・北 奥 文 化 研 究 会

講師 畳品勝蔵氏(市史編集委員 ・北奥文化研

究会会長)

小山英治氏(北奥文化研究会事務局長)

定員 50;:?'， (定員になり次第締め切ります)

受講料 500円(資料代として当日受付)

申 し 込 み 先 市教育委員会・生涯学科謀

宮 35-2111 内線 250

E議長吾輩蜜翠_I~ヨ限四期間関
-お弁当作り教室

~季節感を出しながら心あたたまる

お弁当作りに挑戦してみませんか~

講師 三森敬子(五所川原市食生活改持推進

員会会長)

日時 1月31日(ゾ(.)

午前の部 10時~12時

午後の部 6 時半~8 時半

定 員 24名

持参するもの エプロン、 三 角 111、メモ用具

ヰシけ斗主主'

・着付け教室 (41百|講座)

~千年段ポーから礼装までの帯結びと

3L'(付を学び、ひとり で若れる喜びをーー~

講師 鶴谷久美子

日時 2 月 3 仁1~2 月 24 1=1 (毎週金曜日)

午前の部 10時~12時

午後の部 6 時半~8 時半

定員 201'， 

持参するもの 普段着一式ー下帯から併(王将

古民)まで

・洋食テー ブルマナー

~いつでもどこでも安心しておいしくいただく

為にもきちんとマナーを学んでみませんか~

講師 沢田武男(藤吉郎支配人)

日時 2 月 7 日(火)午後 6 時~8 時

場所 藤吉郎

(当日直接会場へお/1¥かけくださレウ

会費 4，000円

定員 30名

※各講座共通点

対象者 市内に住所又は職場を有する女性

受講料 無料。但し材料費は各自負担

申し込みと問い合わせ先

働 く財人の家(市内新町) 宮 35-8898 

平成 7{J'lJll5Fl 8 



長谷川明里ちゃん（みどり町6丁目） 

母・留美さAノ お兄ちゃんの影響もあって

か、男の子のようにたくましレ汝良ですが、将来

は穏やかで、そして心のあたたかい女性になっ

てほしいと思います。 

惣協する健康相談室へどうぞ 
）対象 五所川原にお住まいの方で、 ご自身及 

び家族の身体ぐあいの事てりし配されている方 

ン内容 血J王相談、病気の相談、心の相談 

健康についての話し 

ン料金 無 半斗 

レ持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

保健婦が相談に応じます 

開催場所 開催月日 開催時間 はなしの 
テーマと時間 

コミュニテイ 1月25日 ii: 00- あなたの 
シエイプアップ 

センター七和 （水） 12: 30 (12 : 00-12 : 30) 

1月25日 10 : 00- 血のめぐりが良くな 
戸沢公民館 る“はっらっ体操,” 

（水） 12 : 00 (11 : 30-42 : 00) 

コミュニテイ 1月26日 子供の相談 10 : 00-12 : 00 
センタ一栄 （木） 成人病の相談 13 】 00-14『 00 

1月31日 10 : 00- あなたの 
元町集会所 シエイプアップ 

（火） 12 : 00 (11 : 00-12 : 00) 

コミュニテイ 2月 6日 10 : 30- 
自律神経失調症かな
・・‘と思ったら～自己 

センター中川 （月） 12 : 00 を知って予防法を知 
る (11 : 30-12 : 00) 

遣
月
 

む睦
 

月
 

C一 

、  市役所 ff35-ユ111 / 

す く す く 健診 
6カ月児健診と 2歳6カ月児健診の際に、母 

（保護者） と子供さんの歯科健診がありますの

で、なるべく保護者の方がご同科三くださるよう

にお願いいたします。 

D場所 市保健センター（新町バス停前） 

レ時間 受付12 : 30から12 】 45 

＞持参するもの 

母子健康手帳、バスタオル。 

02歳6カ月児、3歳児には個人通知します。 

03歳児健診の場合は同封のアンケートを記

入しお持ちください。尿検査がありますの

で、尿を小ビンに入れて持ってくると便利

です。 

※注意① 3カ月児健診に来られなかった方は、 

神経芽細胞腫（小児がん）の検査セットを、母

子健康手帳を持参のうえ保健環境課窓口にも

らいにきてください。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子

さんはご遠慮ください。 

③不明な点は、保健環境課にお問い合わせ

ください。 

月 	齢 対象児 期 日 主 な 内 容 

3力月児 
H6年 

10月生まれ 

HG年 
2月14日 
（火） 

小児科診察、神経芽
細胞腫セット配布、 
育児情報交換等 

6力月児 
H6年 

7月生まれ 

2月21日 

（火） 

離乳食の試食 
母と子の歯科診察 
発達相談等 

1 歳児 
H6年 

1月生まれ 

2月27日 

（月） 

育児情報交換 

発達相談等 

1歳 

6カ月児 

H5年 

8月生まれ 

2月28日 

（火） 

小児科・歯科診察
丈夫な歯と顎になる
ためのお話 

2歳 

6カ月児 

H4年 

8月生まれ 

2月 2日 

（木） 

母と子の歯科診察及

び相談 身体計測 

3 歳児 
H3年 

8月生まれ 

2月16日 

（木） 

小児科・歯科診察 
尿検査 
視聴覚検査等 

9 平成7年1月15日 

イ
 

日月 睦月

市役所 ft35-2官官官

すくすく健診 | 
6ヵ月児健診と 2歳 6ヵ月児健診の際に、舟

(保護者)と子供さんの歯科健診がありますの

で、なるべく保護者の方がご同伴くださるよう

にお願いいたします。

じ〉場所 市保健センター(新町バス停前)

b時間 受付12: 30から12: 45 

b持参するもの

母子健康手帳、パスタオノレ。

02歳 6ヵ月児、 3歳児には個人通知lします。

03歳児健診の場介は!日J1-Jのアンケー卜を記

人しお持ちください。 以検托がありますの

で、以を小ビンに入れて持ってくると悦利

です。

※注意① 3ヵ月児健診に来られなかった方は、

神経芽細胞腫(小児がん)の検査セットを、母

子健康手帳を持参のうえ保健邸境謀窓口にも

らいにきてください。

② 病気味養中(特に伝染性の病気)のお子

さんはご遠慮ください。

③ 不明な点は、保健環境課にお問い合わせ

くfごさ u、。

月 齢 対象児 期日 主な内容

H6年 H6年 小児科診察、神経芽

3ヵ月児 2月14日 細胞腫セット配布、
10月生まれ (火) 育児情報交換等

H6年 2月21口 離乳食の試食

6ヵ月児 母と子の歯科診察
7月生まれ (火) 発達相談等

1歳児
H6年 2月27日 育児情報交換

1月生まれ (月) 発達相談等

1歳 H5年 2月28日 小児科・歯科診察

丈夫な歯と顎になる

6ヵ月児 8月生まれ (火) ためのお話

2歳 H4年 2月2日 母と子の歯科診察及

6ヵ月児 8月生まれ (木) び相談身体計訊IJ

H3年 2月16日 小児科 ・歯科診察

3歳児 尿検査
8月生まれ (木) 視聴覚検査等

9 平成7司1月15日

のがのび袋鋤・満1歳

JQ
 

長谷川明里ちゃん(みどり町6丁目)

母・留美さん お兄ちゃんの影斡もあって

か、タJの子のようにたくましい娘ですが、将来

は穏やかで、そして心のあたたかい女性になっ

てほしいと思います。

ミピVもする健康相談窓へどうぞ|
I>対象 五所川原にお住まいの方で、ご白身放

び家族の身体ぐあいの事で心配されている人f

b内容 血圧相談、病気の相 談、心の相談

健 康に つい ての 話し

仁〉料金 無料

じ>持参するもの 健康手帳(お持ちの方)

保健払aが相 談に応じます

開催場所 fm催月日 開催時間] はなしの
テーマと時間

コミュニティ lfJ25日 11 : OO~ あなたの

センター七和 (水) 12: 30 
シェイプアップ

(12 : OO~ 12 : 30) 

1月25日 10: OO~ 血のめぐりが良くな
戸沢公民館

(水) 12: 00 
る“はつらつ体操y
(11 : 30~ 12 : 00) 

コミュニティ 1月26日 子供の相談 10: 00~12 : 00 

センター栄 (木) 成人病の相談 13 ・ 00~14 : 00 

1月31日 10 : OO~ あなたの
元町集会所

(火) 12 : 00 
シェイプアップ

(11 : 00~12 ∞) 

コミュニティ 2月6日 10: 30~ 
自律神経失調症かな
。と思ったら~自己

センター中川 (月) 12: 00 を知って予防法を知
る(11: 30~ 12 : 00) 
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あなたの絵が 

津軽鉄道の車両を彩どる 
「アートトレイン（仮称）」原画募集 
車両外面窓下（約20m×1.2m×2面） 

に画く絵のデザインを募集しています。 

テーマ 自由（細長い物とは限らない） 

一面を4---6面に分割可

締め切り 平成 7年2月28日 

懸賞 採用作品に図書券 2万円相当

採用作品多数の場合 2万円を分

害リ 

〇応募作品には住所・氏名・年齢・電

話番号・学校名（会社名）をl必ず記入

のこと。 

応募先 'O37 五二所ut原市岩木町12 
産経会館 4階 

青年会議所事務局内 青年懇談会

雪 0173-35-4O49 FAXO173-35-4044 

郵便局からのお知らせ 
お客様の不在時三、前もって配達先 

（こりII所又は勤務先）を指定していた

だけれノば、その指定配達先に郵便物を

配達いたします。 ご希望の方は、五所~ 

刀「原郵便局までご連絡ください。 	~ 
ー, 	一”一，,ー , → Hhl ，一一，一，一＋ー，”,．ー司,一H ，ル＋」ト，ー．,．ト‘．I,トーI 

（
梅
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お
母
さ
ん
「
自
分
で
物
語
を
考
え

て
、
絵
本
を
作
る
の
が
好
き
な
子

な
ん
で
す
よ
。
人
の
心
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み
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な
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し
い
人
に
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ほ
し
い
で
す
ね
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重度心身障害者医療費・母子家庭医療費浮LiJ 

児医療費の入院時食事療養費の助成について 

健康保険法等の［攻止により、新たに創

設されプと「入院時食事療養費」の定額の 

ー部負担額（標準負担額）について、医

療費同様に、10月1日に遡及し助成の対

象とすることになりました。 

一っきましては、各制度受給者で入院時

食事療養費の負担をされた方は、各担当

課備iえf寸けの申請書類により手続きをと

ってください。 

お問い合わせは、各担当課へ 

〇重度心身障害者医療費 

福祉事務所福祖靖果 福祉係 内線 371 
〇母子家庭医療費 

福ネ止事務所福祉課 児童係 内線 243 
〇乳幼児医療費 

国保年金課保険給イ寸係 内線 263 

市指定水道工事業者申請受付 
市水道事業所では、平成 7年度に市水道事業

所が指定する水道工事業者の申請を受イくれナしま

すので、手続きをしてください。 

）受付期間 2月1日から2月15日まで 

）受イ寸場所 市水道事業所（不魚住61番地1) 
ン提出書類 

①水道上事業者指定申請書 

②拐討寸書類 

（ア）建設業法第 3条の規定による許可証明書 

(-1'）経営事項審査申請書（写） （ウ）工事経歴書

及び実績証明書 （エ）申請者（法人の場合はそ

の代表者）の履歴書及び身分証明書 （わ法人

は、その定款及び登記簿謄本 （カ）国税及び地

方税を完納したことを証明する書類 （キ）配管

工事に必、要な機械器具保有肩周書 （ク）責任技術

者及び配管技工承認申請書 

※資格要件二等詳しいことは、市水道事業所（" 
34 - 9111番）へお問い合わせください。 
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あなたの絵が

津軽鉄道の車両を彩どる
「アートトレイン(仮称)J原画募集
車両外面窓下(約20mX1.2m X 2面)

に画く絵のデザインを募集しています。

テーマ 自由(細長い物とは限らない)

一面を 4~6 面に分割可

締め切り 平成 7年 2月28日

懸 賞 採用作品に図書券 2万円相当

採用作品多数の場合 2万円を分

害リ

0応募作品には住所・氏名・年齢 ・電

話番号 ・学校名(会社名)を必ず記入

のこと。

応募先 番037五所川原市岩木町12

産経会館4階

青年会議所事務局内 青年懇談会

宮 0173-35-4049FAX0173-35-4044 

郵便局からのお知らせ
お客様の不在時、前もって配達先

(ご近所又は勤務先)を指定していた

だければ、その指定配達先に郵便物を

配達いたします。 ご希望の方は、五所

)11原郵便局までご連絡ください。

重度心身障害者医療費・母子家庭医療費・乳幼
児医療費の入院時食事療養費の助成について

健康保険法等の改正により、新たに創

設された「入院時食事療養費」の定額の

一部負担額(標準負担額)について、医

療費同様に、 10月 1日に遡及し助成の対

象とすることになりました。

つきましては、各制度受給者で入院時

食事療養費の負担をされた方は、各担当

課備え付けの申請 書類により手続きをと

ってください。

お問い合わせは、各担当課へ

0重度心身障害者医療費

福祉事務所福祉課福祉係内線 371

0 母子家庭医療費

福祉事務所福祉課児童係内線 243

0乳幼児医療費

国保年金課保険給付係 内線 263

-E運搬言~3ì主主主:妻室長関5・
市 水 道 事 業 所 で は 、 平 成 7年度に市水道事業

所が指定する水道工事業者の申請を受付けしま

すので、手続きをしてください。

仁〉受付期間 2月 1日から 2月 15日まで

b受付場所 市水道事業所(不魚住61番地1)

b提出書類

①水道工事業者指定申請告:

②添付書類

(ア)建設業法第 3条の規定による許可証明書

(イ)経営事項審査申請書(写) (ウ)工事経歴書

及び実績証明書 (エ)申請者(法人の場合はそ

の代表者)の履歴書及び身分証明書 (オ)法人

は、その定款及び登記簿謄本 (カ)国税及び地

方税を完納したことを証明する書類 (キ)配管

工事に必要な機械器具保有調書 (ク)責任技術

者 及 び 配 管 技 工 承 認 申 請 書

※ 資 格 要 件 等 詳 し い こ と は 、 市 水 道 事 業 所 (宮

34 -9111番).r-..お問い合わせください。
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